
１　現状と課題

２　事業目的

３　予算のポイント・主な取組（当初予算又は補正予算時の実施予定）

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　事業コスト （単位：千円、人）

R4年度

① 指標なし

0 10,073 1,370,147

社会福祉審議会を開催し次の事項について審議

・第２期長野県地域福祉支援計画

・第２期長野県再犯防止推進計画

・長野県子ども・若者支援総合計画の改定　等

②専門分科会等の開催

専門分科会等において、所管事項を審議

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）との対応関係

重点目標

総合的に展開

する重点政策

4-3 医療・介護提供体制の充実

事業番号 05 01 01 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

原油・原材料価格の高騰に直面する社会福祉施設や医療機関等のエネルギーコストの削減を促進するため、省エネ・再エネ設備の導

入経費を支援

⑤社会福祉施設等価格高騰支援事業

原油・原材料価格の高騰に直面する社会福祉施設等の安定的なサービスの提供を支援するため、光熱費・食費・ガソリン代の価格高

騰分の一部を助成する事業を委託

・社会福祉を取り巻く環境や課題は社会情勢の変化に伴って複雑化しており、その対応を図る必要がある。

・社会福祉審議会において社会福祉に関し必要な審議を行い、その結果を社会福祉政策に反映させる。

・社会福祉連携推進法人の立上げ支援により、社会福祉法人の経営を安定化させる。

①社会福祉審議会の開催

単位
R2年度 R3年度

決算額区分

No. 指標名

E-mail
事　業　名 健康福祉総務事業

部局 健康福祉部 課・室 健康福祉政策課

実施期間 不明 ～ kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R4年度

目標値

達成

状況
設定理由

R4年度

実績 推移

③社会福祉連携推進法人立上げ支援

社会福祉連携推進法人の立上げに必要な費用の補助

④エネルギーコスト削減促進事業

1,380,220

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

6,073 692,945 2.0

予算額

3,907 0.7

R2年度 0 6,073 0 6,073 6,073 3,738 0.7

R3年度 0 6,073 0 6,073 6,073



#NAME?

６　主な取組実績と成果

７　成果指標の達成状況に関する要因分析

８　今後の事業の方向性

社会福祉審議会の開催

事　業　名 健康福祉総務事業

事業番号 05 01 01 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

県内の医療機関・社会福祉施設等を対象に、省エネ・再エネ設備の導入経費の一部を助成するため、579施設に1,276,939千円

※を交付した。

※R4完了分：314施設 630,364千円　 R5繰越分：265施設 646,575千円

社会福祉施設等価格高騰対策支援事業

県内の医療機関・社会福祉施設等を対象に、光熱費等の価格高騰分の一部を助成する支援金を交付するため、申請受付・審査・

支払事務等を委託し、9,078施設に1,557,464千円※の支援金を交付した。

※本事業全体の実績　健康福祉政策課では外部委託に係る費用のみ予算化（58,561千円）

社会福祉審議会を1回開催し、次の事項等について審議等を行った。

・第２期長野県地域福祉支援計画の策定について、令和４年２月に諮問され、具体的な内容は地域福祉計画専門分科会におい

て審議。その審議内容について、専門分科会から報告を受け、答申の方向性を審議、答申。

・民生委員・児童委員の一斉改選について、令和４年12月の一斉改選の報告、担い手の確保や研修等について意見交換

・長野県子ども・若者支援総合計画の改定について、改定内容の説明、子どもの性被害防止等について意見交換

専門分科会等の開催

専門分科会等を計47回開催し、所管事項について審議等を行った。

社会福祉連携推進法人立上げ支援

令和4年度から制度が始まり、社会福祉法人に対して連携推進法人の設立意向等を調査したところ、今後設立する可能性があると回

答した法人はあったものの、令和４年度中に具体的な設立の動きはなかったため補助の実績はなかった。

エネルギーコスト削減促進事業

指標なし R3年度推移 R4年度推移指標① 達成状況

健康福祉部部局 課・室 健康福祉政策課

(1) 令和４年度の取組実績、成果指標の分析及び県民の意見等を踏まえた課題

(2) 翌年度以降の事業改善の方策

社会福祉を取り巻く環境が、社会情勢の変化に伴い複雑化してきている。

・社会福祉審議会については、社会福祉を取り巻く情勢に対応し必要な審議を行う必要がある。具体的には、障がいの有無などが障

壁とならず、全ての県民が相互に人格と個性を尊重し合う共生社会の実現等について、審議等行っていくことが必要。

・社会福祉連携推進法人については、法人間で合意の上、設立の意思がなければ支援が進むものではないが、制度の周知については

今後も継続していく必要がある。

・物価高騰対策については、多くの施設等に対し支援を実施したが、物価高騰が長期化している。

・社会福祉審議会については、長野県障がい者プラン2024（仮）等について必要な審議等を行い、その結果を社会福祉政策に反映

させるよう努める。

・社会福祉連携推進法人については、全国でも設立事例が少ないため、国の設立事例の紹介動画等を活用しながら効果的な周知に

努める。

・長期化している物価高騰に対応するため、物価高騰対策関係事業を令和５年度も引き続き補正予算により実施予定。今後も国の

動向を注視しながら対策を検討していく。



健康福祉部 課・室 健康福祉政策課

令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

社会福祉連携推進法人の立上げに必要な費用の補助
補助金

3,907

千円

事　業　名 健康福祉総務事業

事業番号 05 01 01 細事業一覧（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業

No.
細事業名

社会福祉審議会費

No.

1

4,020

千円千円千円

R4年度

決算額

R3年度

決算額

R2年度

決算額

3,738

部局

No.

4

1

R2年度

決算額

R3年度

決算額

R4年度

決算額

0 0 0

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
社会福祉連携推進法人立上げの支

援

細事業を構成する主な取組

社会福祉審議会

専門分科会等の開催

実施方法

細事業

No.
細事業名

2 社会福祉連携推進法人立上げ支援事業

直接

直接

社会福祉審議会を開催し、社会福祉に関する事項を審議

1回の開催

専門分科会等において、所管事項を審議

47回の開催

実績なし

社会福祉施設や医療機関等へ省エネ・再エネ設備の導入経費を補助
補助金

314事業所・施設へ補助

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

3 エネルギーコスト削減促進事業

R2年度

決算額

R3年度

決算額

R4年度

決算額

0 0 630,364

千円 千円 千円

原油・原材料価格の高騰に直面する社会福祉施設等に対し、光熱費等の価格高

騰分の一部を助成する事業を委託委託

9,078事業所・施設へ支給（本事業全体の実績）

社会福祉施設等価格高騰対策支援事業

細事業

No.
細事業名

エネルギーコスト削減促進事業

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
社会福祉施設等価格高騰対策支援

事業

R2年度

決算額

R3年度

決算額

R4年度

決算額

0 0 58,561

千円 千円 千円

※実績なし


